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I 緒 モ言-):::l 
ヒトの鈎虫経路に関する研究方法としては大別し
て， 1)動物実験よりの結果からするヒトの感染経
路への類推， 2)ヒトにヅピニ鈎虫(以下 A.d.と
略す)とアメリカ鈎虫(以下 N.a.と略す〉の各仔
虫を感染させる実験， 3)疫学面よりの考察がある
が，乙の中で直接ヒトの感染経路氏関係がある研究
方法としては 2)及びわであろう。
めに関係ある業績を按ずるに，牟田口く1)ベ5)は耕
作畑の広狭と鈎虫の感染率に高低の差異がある事，
自家菜園の減少に伴い鈎虫感染状態が逓減している
事，その他より実験的根拠は別として，人為・自然、
両環境の錯綜した野外に於いては， A. d.は少くと
も経皮感染が主道である様にみうけられるとし，水
野(6)は農村l乙於ける A.d.の感染の広さ，深さ，及
び鈎虫の種の分布よりの考察の結果，本邦l乙於ける
現在の農耕状態では実際問題として， A.d.は経皮
感染を重要視しなければならぬであろうと述べ，春
目的等は電々公社職員の検使成績より両種鈎虫の野
外l乙於ける感染主道は経皮的であるが， A. d.は 
N.a. I乙比して経口感染が， N.a.は A.d. I乙比し 
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て経皮感染が多いのではないかと推測している。矢
島∞は本邦の寒冷地を含まない農村K於ける両種鈎
虫の感染主道は，年令別鈎虫感染率の推移が両種鈎
虫共相似であることより経皮的と推定し得るとし，
五十嵐(9)は千葉県五井地区の鈎虫に関する調査を行
い，年-令剖な A.d.と N.a.の寄生者分布は両種
共年少者層に低く，成人になるに従って高くなる曲
線を示している事，及び平均排虫数民於いても同様
の傾向が認められた事から，両種共経皮感染を主道
とするものの如くであると報告している。叉石崎等 
(10)は N.a.絶対優占地区の農村に於ける調査で，
裸足で畑作業を行う習慣と鈎虫感染率との関係から
裸足の習慣の有無が N.a.の感染率に大きな影響
力をもっ事を疫学的に確認している。一方永吉(11) 
(12)は経皮感染を全く否定し得る患者から A.d.を
得た事，女性l乙N.a.が多く，都市民は A.d.が，
農村には N.a.が多い事等から A.d.は経口 N.a.
は経皮を主道として感染を行うと述べ，鈴木等(13) 
(14)は A.d.が分布している宮城県ー農村に於いて，
乳幼児層に鈎虫の感染が認められた事，農耕従事者
と非従事者，農家と非農家，性別等のすべてに感染
率の差のない事から経口感染が示唆されるとし，西
。 戸
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田(15)は純農村の疫学的調査から A.d.の感染経路
は経口的であると述べ，吉野(6) (7)は半農半漁村民
於ける調査で， A.d.は土壌との接触機会の如何に
かかわらず認められたことより，経口感染を主道と
するとしている。 ‘ 
上述の如く疫学的な事実からの両種鈎虫の感染経
路についての研究は概ね， N.a.の感皮主道は各人
が認めている処であるが， A. d.の夫れは必ずしも
決論を得たとは言い難く，小宮(18)はその地方の
生活環境因子氏より感染経路は異り得ると述べ，平 
川(9)は疫学的調査の意義は種々なる要因が生物学
的!京染経路を修飾した上での，都会及び農村の「実
際の場JK於ける感染曝露の機会が投影されたもの
であるとし，水野ωは鈎虫の生物学的な感染経路と
しての経口・経皮感染能力の強弱と， r実際の場j
に於ける感染経路とは必ずしも一致するとは限らぬ
と述べている。乙れらの研究者の説を按ずるに，鈎
虫の感染経路について考察を進める為には，疫学的
な事実のみならず A.d.及び N.a.両仔虫による
ヒト l乙対しての感染実験を行ってこそ，初めてその
感染経路についても正確を期し得るものの如くであ
るが，現在迄の諸研究はこの様な意図の下に行われ
た実験は必ず、しもその数が多くはない。即ち鈎虫症
K於ける血液像の変化，或いは鈎虫の寿命に関する
研究に於いて人体感染実験を行ったものもあり，為
にその感染率迄も正確に出し得た実験は少い。経口
〉，21，大場〈Leichtenstern(20)的感染実験としては 
Kendrick(22)，上田(23)，)1嶋〈24〉，山下(25)，吉田(26¥ 
平JI(19う水野・小池・永井(27)(28)等があるが，これ
らの研究によって明らかにされた事は， A. d.は経
口的には容易に感染し得るが， N. a.はその感:染が
極めて困難であるという事である。他方経皮的に行
った実験としては Kendrick(22)は A.d.仔虫を 20
例K，N. a.仔虫を 5例に経皮的に作用させ，共に
感染の成立を見， Beaver(29)は被験者9例に夫々 3
隻ずつの N.<i.仔虫を経皮的に作用させ，その中の 
5例に虫卵を認め，その中の 1例は不受精卵のみ産
卵したと報じている。本邦l乙於いては南崎は(30)畑
での実験で A.d.，N. a.両種の感染が成立した事
を述べ，河西(31)は N.a.仔虫を，梁(32)は A.d.仔
虫による経皮感染実験を行って，その!京染が成立し
た事を報じ， 山下(25)は1例l乙両種鈎虫仔虫を経皮 
的に侵入させてその感l染の成立を見，他の 1例に
A.d.仔虫を経皮的に作用!させたが，遂に感染の成
立を見なかったとしている。吉田〈加は 19例の〈体
実験の結果から A.d.の主道は経口， N. a.の主
道は経皮であるとし，鈴木(3)は4例の経皮感染実
験から， A.d.よりも N.a.がより多く感染が成
立した事を示し，水野・鷺谷(34)は実際問題として
農村氏於いては足部よりの鈎虫の感染が多い事か
ら，足脊部K両種鈎虫を作用させている。
乙れらの研究者の論点を纏めてみると，経皮的に
は A.d.よりも N.a.がより多く感染の成立を見
るものの如くであるが， A. d.の感染成就率と N.
a.の夫れとを比較する場合K，見逃し得ぬ因子と
して体質の問題がある。即ち現在迄の文献を徴する
に A.d. N.a.の両種K関してその個人間の感染
成就率にはかなりの差があり，その原因の多くは今
尚不明である托しろ，上記の個人聞の体質の差が大
きな影響を与えるものと考えられる。乙の体質の影
響を除外乃至は最小限度にする為には，実験例数を
多く望み得ない場合は，同一人民両種鈎虫を同一方
法で作用させて，その聞の感染成就率の差を見る事
が必要と思われるが，この様な配慮の下に研究を行
った者は極めて少い。
著者はかかる配慮の下に両種鈎虫の経皮感染実験
をヒトについて試み， 2，3の結果を得たのでここ
に報告する。 
II 実験方法 
1 実験材料 
1) 実験lζ用いた鈎虫仔虫 
A. d.及び N.a.両種共次の如くにして得た。
即ち A.d.，N. a.鈎虫の単独寄生者の尿を夫々別
々に瓦培養法にて， 280Cの下に 10日間培養し水中
に移行しTこ仔虫を遠沈し，仔虫を含む沈潰を別の清
浄な瓦の上に移し，通常の瓦培養法の如くに乙の瓦
をシャーレ内に入れ櫨過水を瓦の八分目迄ひたし，
それより 48時間後に水中に移行し7こ活発な行虫の
みを実験l乙用いた。即ち実験応用いる各仔虫の聞に
Vitality I乙著明な差があれば， その為に実験結果 
に誤りを来すことを恐れ，上述の如く再培養を行つ
て仔虫の Vitalityの統ーを図った。 
2) 感染に用いた仔虫数の計算法
平川氏(9)(35)法によった。即ち硝子毛細管中の仔
虫を静かに吹き出して用いた。
2被験者
被験者はすべて健康な成人男子を選び，いずれも 
実験前lζ再三にわたり硫苦加食塩水浮准法並びに瓦
培養法にて検査を行い，鈎虫卵及び同仔虫は勿論，
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他の虫卵や仔虫もすべて陰性で、あった者で、ある。叉
実験後の重感染を避ける意味から実験時期を冬期に
わたる様民心がけた。 
3 感染方法 
感染部位はすべて前陣内面を選び?第 1例，第2
例，第3例は左前醇内面rc. A. d.仔虫を，右前時
内面よりは N.a.仔虫を感染させた。第4例， 第
5例は右前陣内面より A.d.仔虫を， 左前陣内面
より N.a.仔虫を感1染させた。実験時の外界温'は 
240C乃至 260Cであった。
実験は次の如くに行った。即ち夫々の前陣内面の
中央部にi慮過水を 1滴ずつ滴下し，乙の水滴の中l乙
硝子毛細管を挿入して静かに中の仔虫を吹き出し，
硝子管を検鏡して残存仔虫数を求め，始めの仔虫数
より減じて，前醇lζ作用させた仔虫数を求めた。仔
虫を作用させてより約 2時間そのままの安静の状態
を保ち，その間水分が乾燥した場合はその都度水分
を補給した。かくて 2時間後lζ大量の穂過水で局所
を充分に水洗してその中の仔虫数を求め，先に前時 
k作用させた仔虫数よりこの末侵入仔虫数を減じ 
て，前醇から侵入した仔虫数を求めた。尚この洗糠
水中に見出された A.d.鈎虫仔虫はすべて活発に
運動し， N.a.鈎虫仔虫も温熱刺激lとよりすべて活
発に動いた。又全例に仔虫の被鞘が数箇ずつ見出さ
れた。 
111 実験成績 
1 皮膚侵入仔虫数 
a まえカfき
鈎虫仔虫が人の皮膚面より体内l乙侵入する場合， 
その詳しい機転については未だ明らかで、なl'o山崎 
く36)は鈎虫仔虫の健康皮膚侵入は皮膚の主成分であ
る Col1agen及び Keratinを溶解する Col1agen-
ase及び Keratinaseを仔虫が分泌するために起る
のではなl'かと考えて，犬鈎虫仔虫は Col1agenase
様酵素を有するとしている。西村(37)(38)は温度の差
による仔虫の組織侵入性が異る事を記し，鈴木(33)
は同一人の皮膚面K異る気温の下に鈎虫仔虫を作用 
させてその侵入率が異る事を報じている。著者は気
温 240C乃至 260Cのもとに於いて前時よりの侵入率
をみたのでここに報告する。 
b 成績
表 11ζ示す如き結果である。 
No. 1 32才男子。感染実験日 11月 13日。実験
時気温 240C。左前陣内面の中央部氏 A. d.仔虫 123
隻，右前時内面の中央部l乙N.a.仔虫 134隻を作用
させ， 2時間後K夫々の前陣内面を充分に水洗して
未侵入仔虫数を求めた処， A. d.仔虫 17隻， N. a. 
仔虫 73隻であったので，侵入仔虫数は A.d.仔虫
106隻， 86.1%，N.a.仔虫 61隻， 45.5%であったo 
No. 2 .24才男子。感染実験日 11月 13日， 実験
時気温 260C。左前時に A.d.仔虫 136隻，右前醇
に 121隻の N.a.仔虫を作用させ， 2時間後の未
侵入仔虫数を求めるに夫々 54隻， 47隻であったの
で皮膚侵入仔虫数は A.d. 82隻， 60.2%，N. a. 
74隻， 61.1%であった。 
日。実験13月、11才男子。感染実験日24No. 3 
時気温 260C。左前時IL:A.d.仔虫 187隻， 右前醇 
rc.N. a.仔虫 191隻を作用、させ， 2時間後の未侵入
仔虫数を求めるに夫々 68隻， 43隻であったので，
侵入仔虫数は A.d. 119隻 63.6%，N. a. 148隻，
77.49るであった。
表1. 経皮感 v染に於ける皮膚侵入仔虫数
症一年
例 
ρ、μ 
No. 1 
32才 
No. 2 
24才 
No. 3 
24才 
No. 4 
22才 
No. 5 
21才 
部
A. d. 
位 N.a. 
左前陣内面
右前陣内面
左 H 
右 H 
左 H 
右 1/ 
右前陣内面
左前陣内面
右 1/ 
左 1/ 
A. d. 
皮膚へ作用させ 
た 仔虫数 
侵入仔虫数 
123 
106 
136 
82 
187 
119 
157 
108 
153 
115 
% 86.1 60.2 63.6 68.8 75.1 
N.a. 
皮膚へ作用させ 
た 仔虫 数 
侵入仔虫数 
9も 
134 
61 
45.5 
121 
74 
61.1 
191 
148 
77.4 
147 
116 
78.9 
135 
107 
79.2 
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No. 4 22才男子。感染実験日 11月14日。実験 分にして局所にチクチクとする痘痔感を訴え，時に
時気温 260C。右前時に A.d.仔虫 157隻，左前時 軽度の痛痔い感を認めた。乙れらの症状は断続的に
に N.a.仔虫 147隻を作用させ， 2時間後の未侵 生起した 0・他覚症状としては仔虫作用後 10分lζし
入仔虫数を求めるに夫々 49隻， 31隻であったので， て局所l乙極めて軽度の発赤を認めたが，暫時の間に
侵入仔虫数は A.d. 108隻， 68.8%，N. a. 116隻， 消失するも 2時間後に該部に再び発赤を認め，殆ん 
78.9%であった。 ど時を同じくして丘疹を認めた。丘疹は以後4日目 
No. 5 21才男子。感染実験日 11月 13日。実験 迄認めたが，それ以後は観察を打ち切った。痩痔感
時気温260C。右前醇R.A. d.仔虫 153隻，左前時 は観察4日目迄に断続的民訴え，局所をガーゼで塗 
K N. a.仔虫 135隻を作用させ， 2時間後の未侵 布したが，時比無意識に蜜痔感、の為l乙局所を掻く事
入仔虫数を求めるに夫々 38隻， 28隻であったので， があった。叉時に悲痛も訴えた。
侵入仔虫数は A.d. 115隻， 75.1%，N. a. 107隻， No.2 皮膚侵入仔虫数74隻。発赤・丘疹・水庖 
79.2%であった。 は認めず，仔虫作用後 15分にして局所K癌淳感を 
c 小 括 訴えたがそれより 3分後には麿痔感は消失した。仔
未だ嘗って鈎虫感染が認められなかった 5名の被 虫作用後 60分にして再び癌痔感を断続的K訴えた
験者に外界温が 240C乃至 260Cのもとに，前陣内 が， 90分後には概ね消失し，以後変化はなかった。
面より A.d.及び N.a.仔虫を感染させ， その侵 No.3 皮膚侵入仔虫数 148隻。仔虫作用 20分後
入率を求め次の成績を得Tこ。 1乙局所Iζ発赤底痔を訴え，乙れと前後して疹痛を訴 
1) A. d.仔虫の侵入率は 60.2%より86.1%の問 えた。癌痔感は以後断続的に続いた。丘疹は仔虫作
にあった。 用後50分に軽度に認め，以後4日目;迄認めた。 
2) N. a.仔虫の侵入率は 45.5%より 79.2%の No.4 皮膚侵入仔虫数 116隻。発赤・丘疹・水
聞にあった。 抱は何等認めなかった。仔虫作用 10分後に癌痔を 
3) 同一人に於ける A.d.と N.a.の侵入率は， 伴った悲痛を局所K訴え，以後90分迄認めた。
その間KA.d. Kより多く侵入を見た者， N. a. K No.5 皮膚侵入仔虫数 107隻。癌痔感を仔虫作
より多く侵入を見た者， A. d.，N.a.殆んど同率の 用後60分托して訴え，以後断続的に生起したが，
侵入を見た者とあった。 2-3日後K癌痔感は強度となり，為lζ局所をガー
2 鈎虫仔虫による皮膚炎 ゼの上より無意識に掻破した。丘疹は作用90分後 
a まえがき より認め， 1日後任は水抱を伴った。発赤は初期比
鈎虫仔虫の皮膚侵入lζ際して生ずる皮膚炎につい 認めた。
ては Looss以来数多くの観察があるが， 永井仰〉 尚乙れらの症例に於いては，仔虫作用局所を癌痔
は A.d.，N. a.及び犬鈎虫仔虫による皮膚炎につ 感の為め無意識に掻破する事を怖れて，作用後5時
いて記し， ~i中山 (40)は自家実験に於いて N. a.仔虫 間頃より局所にガーゼと縮帯とをあてがったが，そ
によって局処lζ蟻走感，有痛性産痔，紅斑，丘疹を れでも癌淳感の為無意識に局所をガーゼや紺帯の上
見Tこが， A.d.仔虫によっては何等の変化をも生じ から掻破した事は上述の通りであった。
なかったと報告しているが，鈴木(33)は N.a.仔虫 2. ヅピニ鈎虫仔虫による皮膚炎
による皮膚炎は 4例中 3例lζ認め，その中 2例は蜜 No.1 皮膚侵入仔虫数は 106隻。癌痔感を仔虫
痔感，疹痛と紅斑，色素沈着，丘疹を認め，他の 1 作用後3時間自に訴え，以後2日目迄認めた。
例は底痔感のみであり， A. d.行虫によっては 4例 発赤は作用後 16時間目より認め 4日目も尚認め
中 2例に産痔感，広痛，紅斑，色素沈着p 丘疹等を られた。丘疹は作用後3時間目より 4日目:迄認めら
認めたとしている。著者は感染実験l乙際して皮膚炎 れた。
についての観察を行ったのでこ乙に報告する。 No.2 皮膚侵入仔虫数は 82隻。作用 25乃至 30
b 成績 分後に僅に局所に癌淳底痛を訴えたのみ。
表 2，表 31乙示す如くである。 No.3 侵入仔虫数は 119隻。作用 2時間後に癌 
1. アメリカ鈎虫仔虫による皮膚炎 痔と悲痛を僅かに訴えたのみ。 
No.1 皮膚侵入仔虫数61隻。実験前は皮膚面K No.4 皮膚侵入仔虫数は 108隻。発赤は仔虫作
自・他覚症状を何等訴えなかった。仔虫作用後 15 用後2.5時聞に僅かに認め，丘疹は1.5時間より 16 
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時聞にかけて認められた。又癌痔感底痛を初期に認、 
めた。 、
No.5 侵入仔虫数 115隻。発赤は仔虫作用後40
分より出現し，以後 16時間目迄認められた。丘疹は 
30分目より 4日目:迄認められたが，水泡を 60分目
より 1日目迄l乙認めた。控室痔感は断続的lζ訴えた。
尚写真は仔虫作用後 120時間迄時間の経過に応じ
て撮影した。 
c 小括 
A. d.， N. a.両種鈎虫仔虫を夫々別々に同一人
の前陣内面に作用させ，仔虫が皮膚より侵入する際
民生ずる皮膚炎を観察した結果，次の如き成績を得 
Tこ。 
1) N.a.仔虫による皮膚炎は発赤・丘疹を共に
認めた者は 5例中3例，全例l乙療庫感と疹痛を認め
たが， これらの症状は個人間同可成りの差があっ
?こ。
2) A. d.仔虫による皮膚炎は発赤・丘疹を共l乙
認めた者は 5例中 3例，いずれも強弱の差こそあれ
癌痔感底痛を認めた。
3) 同ー人民於ける両種鈎虫による皮膚炎につい
て比較してみると， N. a.の夫れにやや強い・自他
覚症状を訴えた者が多かったが，併し両種の聞には
著明の差は無かった。 
3症状 
  
a 自覚症状

イまえがき 

鈎虫仔虫の人体経皮感染時に於ける自覚症状とし
て南1碕(30)は感染後3日目より，咳験，慶声， J客疾を
生じたと報じ，吉田(26)(41)は A.d.仔虫と N.a.仔
虫による経皮感染実験を行い， A .d.仔虫lとよる実
験にのみ 1例に中等度の若菜病症状を認めたが，経
口感染に比して経皮感、染に於いては自覚症状は生じ
難いと述べている。鈴木(33)は同一人に両種鈎虫仔 
虫を経皮的民感染させ， 4例すべてに自覚症状を認 
めたとしている。即ち呼吸器症状としては全例K咳
搬を認めたが，特lζ1例iζ於いて劇甚であったとし
ている。叉耳口部・咽頭部i乙癌痔感を訴えた例を認
めている。沖山(40)は自家感染実験lζ於いて両種鈎
虫仔虫を手背より感染させたが，第3日自に不快感
-悪寒を生したが鈎虫仔虫によるものか否かは断定
し得なかったとしている。
ロ 成 績 l 
No.1 感染実験後4日目より 6日自にかけて食
思不振を訴え， 13日後に悪心幅吐を見， 32日より
37日目にかけて再び食思不振を訴えたが，乙れらは
鈎虫仔虫によるものか否かは断定し得なかった。咳 
欺・慶声・曙疾排出・その他の症状は何等認め得な
かった。 
No.2 感染実験後 25日自民食思不振を訴えた
のみであった。 
No.3 何等の症状をも訴えなかった。 
No. 4 15日目より 18日自にかけて下痢を見た
のみであった。 
No.5 約 1ヵ月後に食思不振を訴えたのみであ
った。
ハ小括 
5例の人体経皮感染実験に於いて，鈎虫仔虫によ
ると思われる自覚症状を殆んど認め得なかった。 
b 他覚所見
(1)血液所見

イ まえカfき
 
河西(31)は N.a.仔虫による経皮感染実験lζ於い
て，白血球数・好酸球数の増加を見たとし，富士田
等(42)は A.d.， N. a.両種鈎虫仔虫による人体感 
染実験lζ於いて， A. d.鈎虫感染例l乙於いては白血
球数・好酸球数の増加を認め， N. a.鈎虫感染例l乙
於いては血液像で最も変化を示したのは好酸球であ
ったとしている。鈴木(33)は経皮感染実験例に於い
て赤血球数，血色素，網状赤血球j赤沈，血液比重
は著変を認めなかったが，白血球数・好酸球数の増，
加した例もあったと報じている。著者は人体経皮感
染実験を 5名の被験者について行い，時日の経過に
従って血液所見の変化を追求したので報告する。
ロ検査方法
赤血球数と白血球数は所定の方法lとより Thoma
氏計算板を用いて計算し，血色素は Sahli氏法に
より重量単位 (gjdl)によって表した。好酸球は
Giemsa氏染色法により染色して計算し，赤沈は
Westergren氏法iとより，血液比重は硫酸銅法によ
り求めた。
ハ成績
表 4;5，6，7，8，R示す通りである。 
No.1 赤血球数は実験前 448万であったが11日
目は 466万， 57日目は 465万， 83日目は 460万であ
った。尚 18日自に 505万， 32日自に 607万と増加
した観を一見与えるが，鈎虫仔虫の為か否かは判明
しなかった。白血球数は実験前4700であったが 11 
日自に 4800， 18日自民 6400，72日自に 5800と著
変は無かった。血色素量は実験前 14.25gjdlであっ
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表 4. 血液所見 (No.1) 表 7. 血液所見 (No.4) 
血 血
液 1鬼lzl;よお 色量酸 比
(l値時間〉球万球 (gjdl) 球% 重
前 
8日 
11 
18 
32 
36 
57 
72 
83 
448 
442 
466 
505 
607 
465 
465 
460 
4700 
4800 
4800 
6400 
6000 
5600 
5800 
5600 
14.25 
14.30 
14.00 
13.80 
13.80 
2.5 
2.5 
3.5 
4.0 
4.0 
13.90 
13.90 
13.50 
4.0 
3.0 
1054 1 
1054 1 
1056 1 
1054 1 
よ品 赤血
球
白
血
球
血
色
素
量
好
酸
球
血
液
比
重
血
沈 
.8200 14.15 2.5 1052 1 
8日 440 8200 15.00 2.0 1052 3 
11 440 7000 13.50 4.0 1055 1 
18 460 12000 12.00 4.0 1056 1 
32 470 7000 12.00 3.0 
36 555 8000 13.82 4.0 
57 467 7600 13.90 2.5 
72 450 11400 14.60 4.0 
83 475 7400 12.00 4.0 
駆虫後 470 7200 15.00 2.0 
表 5. 血液所見 (No.2) 
白 血 好 血
液
血
血 血 色 酸高 比 赤 素E求 重 1先球 量 球
1440 5100 13.50 4.5 1055目Ij 
1055 28日 409 5200 14.00 5.0 
445 5000 105711 13.00 4.5 1 
118 553 12.00 4.0 10566400 
507 6400 12.00 6.032 
541 6600 13.80 4.536 
450 6000 13.60 4.557 
470 6200 14.50 5.072 
480 6200 13.00 4.583 
480 6200 16.00 4.0駆虫後 
表 6. 血液所見 (No.3) 
よ色
赤
血
球
白
血
球
血
色
素
主主ヨ主主ー
好
酸
王求
血
液
比
重 
血
1克
前 607 8000 15.30 2.0 1057 1 
8日 553 8000 16.00 2.0 1057 1 
11 500 7000 15.00 4.0 1055 3 
18 552 6700 13.50 4.5 1055 1 
32 520 12000 13.40 4.5 
36 546 6400 13.80 4.0 
57 565 7200 16.52 4.5 
72 562 7200 16.50 3.0 
83 560 7600 16.00 4.0 
駆虫後 527 6400 16.00 4.0 
表 8. 血液所見 (No.5) 
¥時¥関検竺守査k項 | 赤血球
白
血
球
色
素
血
量
好
酸
球
血
液
上じ
重 
血
1定
目IJ 485 7200 13.50 3.5 1052 2 
8日 468 7400 13.55 4.0 1053 1 
11 508 7400 12.00 3.5 1054 1 
18 502 6400 12.50 4.5 1056 1 
32 470 7000 12.00 4.0 
36 501 7000 12.60 4.0 
57 531 7300 15.00 4.5 
72 508 7350 15.60 4.0 
83 531 7300 / 4.0 
であったが， 11日自に 3.5%，32日目 K4.0%，72 
日目に 3.0%であった。即ち血液所見としては著変
は無かった。 
No.2 赤血球数は実験前440万であったが11日
目は 445万， 32日目は 507万， 57日目は 450万， 
83日目は 480万，駆虫後480万であった。尚駆虫後
とは駆虫した日より 3日目の検査によったものであ
る。白血球数は実験前5100，11日目 5000，32日目 
6400，57日目 6000，83日目 6200，駆虫後6200で
あった。血色素量は実験前 13.50gjdlであったが 
11日目 l乙13.00gjdl， 32日目 lと 12.00gjdl， 57日
自に 13.60gjdl， 83日自民 13.00gjdl， 駆虫後は 
16.00gjdlであった。好酸球は実験前4.5%，18日
目4.0%，36日目 4.5%，72日目 5%，駆虫後 4;，0%
であった。
No. 3 実験前K赤血球数は 607万であったが 11
日目 500万， 32日目 521万， 57日目 565万， 83日
たが 11日自民 14.00gjdl，57日自に 13.90gjdl，83 
日自民 13.50gjdlであった。好酸球は実験前2.5%
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目560万，駆虫後527万であった。白血球数は実験
前 8000，11日目 7000，32日目 12000，57日目 7200， 
83日目 7600，駆虫後 6400であった。 32日自に 
12000と増加しているが， 30日目頃より感冒に擢患
し為に鈎虫による増加か否か不明であった。血色素
量は実験前 15.30g/dlであったものが， 11日目 
15.00gjdl，32日目 13.40gjdl，83日目 16.00gjdl 
で，駆虫後も 16.00gjdlであった。
好酸球は実験前 2.0%であって，実験後も 2.0%乃 
至4.5%の間にあって著変は認められず，駆虫後4.0
%であった。
No.4 赤血球数は実験前435万であったが11日 
目440万， 32日目 470万， 57日目 467万， 83日目
475万，駆虫後470万であった。白血球数は実験前
8200，18日目 12000，36日目 8000，83 日目 7400，~区
虫後 7200であった。血色素量は実験前 14.15gjdl， 
18日目 12.00gjdl， 57日目 13.90gjdl， 83日目 
12.00 gjdl，駆虫後 15.00gjdlであった。好酸球も
実験前は 2.5%であったが，実験後は 2.0%より 4.0
%の間にあり駆虫後は 2.0%であった。 
No.5 赤血球数は実験前485万であったが， 11
日目 508万， 36日目 501万， 83日目 531万であっ
た。白血球数は実験前 7200であったが， 11日目 
7400，36日目 7000，83日目 7300であった。血色素
量は実験前 13.50gjdlであったが 11日目 12.00gj 
dl， 36日目 12.60gjdl，72日目 15.60gjdlであっ
た。好酸球は実験前 3.5%であって，実験後も著変
は無かった。
ニ小括
人体経皮感染実験に於いて血液所見の変化につい
て検査を試み，次の如き結果を得た。 
1) 赤血球数，血色素，好酸球数はいづれも変化
がなかった。 
2) 白血球数は 2例に 1万以上の値を示した時期
があったが，その中の 1例はその時期が丁度感冒時
にあたり，鈎虫仔虫によるか否かは不明であった。 
(2) 	 その他の変化
イ まえカfき
時日の経過に従い胸部X線像，血圧，脈時等の変
化を追求した。
ロ成績 
1. 胸部X線像
実験7日後より全例共毎週 1回ずつ合計 15回胸 
部X線像の撮影を試みたが，実験開始前の像と変化
は無く遂に異常所見を認め得なかった。
2. 血圧値，脈時数
実験7日後より全例共週 1回ずつ合計 15回血圧
値，脈時数を計測したが実験前と著変は無かった。
ハ小括
全例共，胸部X線像，血圧値，脈時数民変化は無
かった。 
4 虫卵・仔虫出現状況 
a まえカfき
鈎虫仔虫が経皮的lとヒト l乙感染した場合，始めて

その尿中氏虫卵が出現する迄の時間的関係について

南崎(30)は58日自に虫卵を認め，山下(25)は A.d.， 
N. a.の混合経皮感染例に於いて 54日自に虫卵を
認め，富士田(42)は N.a.仔虫による経皮，経口同 
時感染例に於いて 99日自に不受精卵を検出し， 
Beaver(29)は 7~8 週後1[ N. a.虫卵を見 Tこと述
べ，鈴木(33)は手背より感染実験例l乙於いて 66日自
に鈎虫仔虫を培養法lとより，叉足背よりの実験例に
於いては 56日自に不受精卵を認めたとしている。
沖山(40)は 60日自民 N. a.仔虫を瓦培養法により
認めている。著者はこれらの点Kっき検討したので
報告する。 
b 検査方法
仔虫を被験者民感染させた日より 10約日間隔を
もって飽和食塩水浮瀞法及び瓦培養法によって虫卵
・仔虫を検索した。即ち飽和食塩水法 2本，瓦培養 
法は尿 0.2gを2枚の瓦に夫々塗抹し，計 O.4gの
尿を培養し，仔虫の種別並びに数を検鏡によって確
かめた。 
c 成績 

仔虫の出現状況は 9表の通りである。

表 9. 経皮感染時に於ける仔虫発現状況
守21仔虫発現日数 A. d. N. a. 
1 (-) 72日 
2 (ー ) (-) 
3 (ー〉 72日 
4 (-) (-) 
5 (-) 90日 
No.1 感染実験した日より 72日目の尿より N. 
a.仔虫を 5隻検出， 以後 90日自に 10隻， 97日目
1[7隻， 108日自に 5隻検出，すべて N.a.仔虫の
みであった。駆虫直前の尿に於いても矢張り N.a. 
仔虫の発生を見Tこのみであった。
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NO.2 駆虫当日迄尿よりは鈎虫卵及び仔虫を検
出し得なかった。 
No.3 感染実験日より 72日目 fl:N. a.仔虫を
瓦培養法Iとよりみとめ， 以後駆虫前日迄 N.a.仔
虫のみであった。 
No.4 遂に尿中に鈎虫卵及び仔虫を発見出来な
かった。 
No .5 実験日より 90日目 fl:N. a.仔虫のみを
瓦培養法によって検出，以後駆虫前日迄 N.a.仔
虫のみであった。 
d 小括 
5例の経皮感染実験に於いてその中の 3例fl: N. 
a.仔虫を瓦培養法にて得Tこが， 時間的関係は 2例
が実験日より数えて 72日目， 1例が 90日目であっ
た。 
5 感染成虫数 
a)人体経皮感染実験lζ於いて河西(31)は N.a.仔
虫Kよる実験例で， 11%， 12%， 13%の鈎虫感染
率を得Tことし，南崎〈30〉，梁(32〉，吉田(26)， 山下〈 ω2泊5
等も感染率iιと言及している。鈴木(33)は4例の経皮
感染実験を行い， N. a. K於いては 0%より 44%， 
A. d.に於いては 0%より 4%の感染率であった
とし，沖山(40)は自家感染実験l乙於いて N.a.は 10
%， A.d.は遂に感染しなかったと述べている。著
者は 5例の人体経皮感染実験に於いて些かの結果を
得たので報告する。 
b 駆虫方法
駆虫剤はいずれも四塩化エチレン球(1球児 0.3 
g含有)を使用した。即ち駆虫当日は絶食させ，上
記の四塩化エチレン球を 20球投与， 2時間後にで
硝 25gを多量の水と共に服用させ， 以後の排世便
はすべ、て採便した。翌日再び四塩化エチレン球を 20
球投与，前日と同様fl:1::硝 25gを与え， それより 
48時間後の尿迄，即ち前日より換算すると 72時間
後迄の原より鈎虫体を求めた。 
駆虫日は感染実験日より数えると 138日自に当つ 
た。最終駆虫後 3週自に後検便として，飽和食塩水
法 (3本値)と瓦培養法(2枚値)fとより，虫卵・ 
仔虫を求めたが共に陰性であった。 
c 成績
イ虫体排出状況
虫体の排出状況は図 1の通りである。 
No.1 実験日より 138日自に駆虫を上記の如く 
行い，翌日の 139日目の午前 10時迄の 24時間内に 
排出を見た虫体は(之れを 138日目の尿とす)， N. 
図1. 排虫状況 
No. 1 
N.a. 
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a.雄 2隻，雌 1隻計 3隻， 139日目の午前 10時よ
り140日目の午前 10時迄の尿(之れを 139日目の
尿とす)， 140日目の午前 10時より 141日目の午前
10時迄の尿(之れを 140日目の尿とす)よりは遂に
虫体を検出し得なかった。
No.2 虫体検索を行ったが遂に検出できなかっ
Tこ。 
No. 3 138日目の尿より N.a.雌 2隻， 139日
目の尿より N.a.雄 1隻，雌 1隻，計4隻を得， 
140日目の尿よりは虫体を検出できなかった。 
No.4 虫体を検出できなかった。
No，5 138日目の尿より N.a.雄 1隻，雌2隻
A. d.雌 1隻，計4隻を得，以後 139日目) 140日
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表 10. 排出虫体の大いきと子宮内卵分裂状況 ガラスをのせ，ガパーガ
種
子宮内卵分裂状況 
症 
No. 
No. 
3隻共分裂卵を有
No. 3 
す
No. 
I.A. d.分裂卵無し8.9 I
No. 8.1 IN. a. 2隻共分裂 Il 卵有り
長さの単位:mm 
ラスを押さえつけて虫体
をつぶし，その子宮内の
卵を検鏡した。 
No. 1 N. a.鈎虫の
雌は子宮内に分裂卵を有
し，その分裂数は 2---4
が主であった。 
No.3 N.a.鈎虫の抽 
雌はすべてその子宮内に
分裂卵を有していた。 
No .5. A. d.鈎虫の
雌はその子宮内に分裂卵
を有せず，虫体を湿潤せ
る環境下に置き 280C 1乙
保ちその後検鏡を再び行
ったが，矢張り子宮内は
目の尿よりは虫体は得る事が出来なかった。
ロ 成虫の大いきと子宮内卵分裂状況 
1) 虫体の大いき
表 10fζ示す通りである。 
No. 1 N. a.鈎虫の雄の大いきは 7.8mmと9.0 
mm，雌の大いきは 8.1mmであった。 
No.3 N. a.鈎虫の雄の大いきは 9.0mm，雌の
大いさは 9.2mm，8.5 mm，11.5mmであった。 
No. 5 A. d.鈎虫の雌は 11.0mm， N. a.鈎虫
の雄は 9.3mm，調!は 8.9mmと8.1mmであった。 
2) 子宮内卵分裂状況
子宮内卵の分裂状況は次の如くにして観察した。
即ち虫体を載物ガラスの上限のせ，との上にガパー
表 11. 経皮感染実験に於ける鈎虫感染者率
虫 種 被験人員 感染者数 感染者率 
A. d. 20% 
N.a. 60% 
虫種|事 項 IN o. 1 IN o. 2 IN o. 3 IN o. 4 IN o. -5 
皮膚侵入仔虫数 106 82 
A. d. 。 。感染成虫数 。 。鈎虫感染率 % 
皮膚侵入仔虫数 61 74 
N. a. 3 。感染成虫数 。4.9鈎虫感染率 % 
非分裂卵のみであった。 N.a.鈎虫の雌 2隻は共に
その子宮内に分裂卵を有していた。
ハ 鈎虫感染者率と鈎虫感染率 
1. 鈎虫感染者率
表 11K示す通りの結果であった。
即ち No.2，No.4，は両種鈎虫共遂に感染の成
立を見なかった。虫種別にみると A.d.鈎虫は被
検者 5例中 1例l乙感染を見fこので，その鈎虫感染者
率は 20%，N. a.鈎虫は被験者5例中 3例に感染を
見たので，その鈎虫感染者率は 60%であった。 
2. 鈎虫感染率
表 12K示す通りである。
鈎虫感染率は皮膚侵入仔虫数に対する感染の成立
をみた成虫数の百分率を以って表わした。 
No. 1 A. d.鈎虫に於いては皮膚侵入仔虫数 
106 K対して感染成虫数0隻， 0%であった。 N.a. 
鈎虫にあっては皮膚侵入仔虫数 61!e対して感染成
虫数3隻， 4.9%であった。
108119。 。。 。
 
148 116 
4 。。2.7 
115 
1 
0.9 
107 
3 
2.8 
No.2 A. d.鈎虫lζ於い
ては皮膚侵入仔虫数 82K対
して感染成虫数 0隻， 0%で
あった。 N..a鈎虫に於いて
は侵入仔虫数 741乙対して成
虫数0隻， 0%で共l乙慰染の
成立を見なかった。
No. 3 A. d.鈎虫にあっ
ては侵入仔虫数 119K対して
成虫数0隻， 0%，N. a.鈎
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虫lζあっては侵入仔虫数 148n:対して成虫数4隻， 
2.7%であった。 
No.4 A. d.鈎虫に於いては侵入仔虫数 108K 
対して成虫数 0， 0%，N. a.鈎虫に於いては侵入
仔虫数 116K対して成虫数0， 09るであった。
No. 5 A. d.鈎虫K於いては侵入仔虫数 115 1(.
対して成虫数 1隻， その感染率は 0.9%，N. a.鈎
虫に於いては侵入仔虫数 107f<:.対して成虫数3隻，
2.8%であった。
d 小 括
感染実験後 138日目より 140日目にわたって駆虫
を行い，次の如き結果を得た。
1) 鈎虫感染者率は A.d.鈎虫に於いては 20%，
N. a.鈎虫に於いては 60%であった。
2) 鈎虫感染率
No. 1 A. d.鈎虫は 0%，N. a.鈎虫は 4.鈎長
であった。
No.2 A. d.鈎虫は 0%， N. a.鈎虫も 0%
であった。
No.3 A. d.鈎虫は 0%，N. a.鈎虫は 2.7%
であった。
No.4 A. d.鈎虫は 0%， N. a.鈎虫も 0%
であった。
No.5 A. d.鈎虫は 0.9%，N. a.鈎虫は 2.8
%であった。 
3) 虫体の大いきは A.d.雌は 1隻のみで 11.0 
mm， N. a.鈎虫lζ於いては，雄は 7.8mmより 9.3 
mm， 雌は 8.1mmより l1.5mmの聞にあった。 
IV者察
A. d.鈎虫， N. a.鈎虫の人えの感染がいかなる
場を経て行われるかが近時公衆衛生上の問題として
注目をあびつつあるが，その感染経路が経皮的，経
口的のいずれが主であるかを解決しようとする試み 
が行われているが，特に人鈎虫仔虫を以ってその固
有宿主であるヒトえの感染実験が行われている事は
既に述べた通りである。
著者は 5人の未ピ嘗って鈎虫に感染した事のない
被験者K，両種鈎虫仔虫を同一人民同時に前時内面
より感染させ，その結果を述べたものであるが，乙
れらの点はっきの考察を行った。
1 実験方法について
1) 感染実験を行った時期としては特に 11月中旬
を選んだロ即ち感染実験を実施中に重感染を受ける 
と殆んどその重感ト染の証明が不可能に近いからであ
る。三谷川〉は土壌内鈎虫仔虫の季節的消長を検討
して， 5月・ 6月及び 10月にその検出率は特に高
くなり，叉隻数も大体検出率と平行するとし，蒲(44)
は若菜病の症例よりその菜食月日が主に 10月であ
り，且つ皮膚炎後に起った症例では 9月初旬， 8月
下旬に手背，或いは前時比皮膚炎を生じたとし，鈴 
木(33)は季節的な鈎虫の新再感染について 6月を除
く4月から 8月迄の聞にみられたが，冬季は全くみ
られなかったとしている。上記の如く鈎虫の新・再 
感染の可能性が大きい時期としては，地区による差 
は多少あるにしても概ね4月より 10月にかけてと
思われる。 λ体感染実験を行う場合，自然感染の可
能性が大きい 4月より 10月に行う事はかかる見地 
よりして避けるべきであろうが，乙の様な考慮の下 
に感染実験を行った例は意外に少し 平)11(19九 鈴 
木(33)等 2，3を数えるのみである。吉田(2のはその時 
期として 5月と 10月， 11月， 12月， 1月等を選
び，蒲(44)は 12月， 2月， 6月等l乙行っている。山 
下(25)は 10月より 12月にかけて実験を開始してい
るが，上記の考慮を払ったとは記していない。 ζの 
事は被験者が鈎虫の感:染を受け易い環境の者か否か
と関係があって，必ずしも固執すべき実験条件とは 
言い難l'が，著者は自然感染の機会が少いと思われ
る11月中旬に実験を開始し，観察期聞が 12月， 1 
月， 2月， 3月にわたるべく行った。
2) 感染部位としては経皮的に行う場合，自然界 
K於いて実際K感染の機会が多い部位を選ぶ場合 
と，実験を行う K都合の良い部位を選ぶ場合とがあ
る。前者としては山下(25九鈴木〈33〉，水野・鷺谷(34)
等で夫々手背や足背を選び，後者としては前醇が主 
〉，31九河西〈Beaver(29，Kendrick(22)に用いられ， 
吉田 (26)等は之れに属する。著者は皮膚炎を天然色
写真Kて撮影の為K前醇を選んだ。
3) 被験者については感染実験前に鈎虫感染の既
往躍が無い事をたしかめ，感染実験中に鈎虫の重感
染を避ける必要がある為，著者自身及び鈎虫の感染
の怖れがない学生を選んピ。
の 前時より仔虫を感染なせる方法としては一定
数の仔虫を水滴と共に皮膚面上に滴下し，その水滴
が蒸発して皮膚が乾燥せぬ様に適宜水分を補給し
j"，こ。 
皮膚面に土壌或は砂を塗抹して，乙の土壌或は 
〉，31乙仔虫含有液を滴下した者には河西〈l砂の中 
Kendrickく2)があり，永井仰に Beaver(29)はガーゼ
片を使っている。吉田 (26)は一定数の仔虫を少量の
水滴と共に皮膚上に置き，約 1時聞を要して水が全
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く乾燥する様にしたとしている。 1) 皮膚侵入率鈎虫仔虫がヒトの皮膚に接した場
以上様々な感染方法が文献に見られるのであるが 合そのすべ、てが皮膚より侵入し得るものか，或はそ
感染方法として望むべき条件としては i)皮膚面 の中の一部のみが侵入するのかは甚だ興味ある問題
上に残存せる仔虫数を客易に且つ正確に確かめ得る である。鈎虫仔虫が皮膚より侵入し得る条件とし
事 i) 仔虫が出来得る限り多く皮膚より侵入し得 て，仔虫の表面に存する薄い水のフィルム層が欠乏
る事 ii)との事の為i乙作用中の仔虫は何らの障害 を感じ始めるとろから行われると小宮(46)は述べて
をも受けざる事等である。 いるが， 鈴木(33)は 180C と 250Cの下に於ける A.
皮膚面上に残存せる仔虫数を正確に算出する為K d.，N. a.各仔虫の皮膚侵入率に差があった事を報
は，検鏡に移す迄の諸操作に於いて仔虫が逸脱する じている。とまれこの皮膚より仔虫が侵入する機構
事が可能な限り少い事が望ましく，且つ検鏡時比砂 については未だ完全に明らかにされたとは云い難い
等の爽雑物が無い事が望ましい。 が， i)宿主側の条件 i)仔虫側の条件 ii)仔虫が
従って仔虫を皮膚より感染させる方法としてはガ 皮膚に接する場合の環境条件 に支配される事が大
ーゼ片や砂を用いる事は避けるべき事と考えられ きく，乙れら各種条件の種々なる組み合せによって
る。即ち仔虫を直接皮膚上に置く事が，その侵入数 その侵入率は異ってくるものと思われる。
を正確に把握するにより容易と思われる。 著者の実験に於いては実験時の気温をほぼ 250C
仔虫が皮膚面より侵入する状態について， 前後に保って，両種鈎虫仔虫の皮膚侵入率を見たが 
Augustine(45)はラッテを使って次の如く観察し 或る例に於いては A.d.仔虫の侵入率が N.a.仔
ている。 Uponexamination with a binocular 虫の夫れより高く，叉他の例に於いては A.d.仔 
microscope the larvae were seen to quickly 虫の侵入率よりも N.a.仔虫の夫れが高く，統-
spread themselves over the surface of the skin 的な結果は得られなかった。乙の事は宿主側の条 
as far as the moisture extended. As the moi- 件，特に皮膚局処の状態によることが大きい事を示 
sture around the larvae evaporated penetrating 唆するものであるが，他方仔虫の皮膚侵入率を皮膚 
movements were started. 面に残存せると思われる仔虫を水洗する事によって 
Kendrick(22)は Witha hand lens one could 求めた方法論的な再検討も必要でないかと思われ 
observe the larvae between the grains of sand る。より確実な方法としては仔虫が皮膚面より侵入 
with their heads buried in the skin and their する状態を直接観察する事が望まししこの意味か 
distal ends proiecting in the fluid，perpendic- ら前述の Augustine(85)，Kendrick(22)の観察は興 
ular to the surface of the skin.と述べていて， 味深い。
乙れらの僅かの観察例では水滴が乾燥して了う時に 2) 皮膚炎両種鈎虫仔虫をほぼ同数，同一人民(
仔虫が侵入するのか，叉は充分な水分の存在中氏侵 但し初感染者〉皮膚より侵入させた場合， A. d.， 
入を開始するのかは明らかでなかったので，著者は N.a.のいずれがより強い皮膚炎を惹起するかは，
仔虫を皮膚に作用させるに絶えず充分な水分が存す 人鈎虫としてのA.d.， N. a.のいずれがヒトに対
る様に努めた。即ち皮膚上の水滴が蒸発し尽きぬ様 してより固有的なものであるかという問題とも相侯
に留意し時々毛細管ピペットにて水分を補給した。 って興味ある問題であるが， 永井(39)は犬鈎虫仔虫
尚実験時の気温は 240C乃至 260Cであった。西村 はヒトに対しては人鈎虫仔知に比して極めて微弱な 
(37)は家兎小腸えの A.d.鈎虫仔虫の侵入率を見る 変化しか生じなかったとしている。
に240Cで 68%，180C K於いては平均 8%であっ 鈴木く33)は同一人民 A. d.，N. a.両種鈎虫仔虫
?ことしている。鈴木(33)は1例ではあるが同一人に がほぼ同数皮膚K侵入した例に於いて，その皮膚炎
ついて 180Cと250Cの下K於ける A.d.，N. a.各 の強度と持続期間は同程度であったとしているが，
仔虫の皮膚侵入率を比較して， 250C Ir.於ける侵入 沖山仰〉は自家感染実験Iζ於いて両種鈎虫仔虫を
率が 180Cの夫れより高率であった事を述べている。 ほぼ同数手背の皮膚部氏侵入させたところ A.d. 
著者は上述の諸事実より実験時の気温を少くとも に於いては何等の変化をも示さなかったが， N.a. 
250C内外K保つべく特に千葉県南部の温暖地を選 では皮膚に変化を生じたとしている。併し乍ら鈴木
んで実験を行った。 (33)も報告した如く仔虫が皮膚より侵入しでも，殆ん
2 実験成績について ど何等の肉眼的変化をも該部氏生じなかった例もあ
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り，皮膚炎の強度と侵入仔虫数の多寡とを単純比結
びつけて了う事も誤ちであって，かかる例の該部の
組織標本の観察とも相侯ってこの上の検討を加え度
3) 症状 著者の実験例に於いては自・他覚症状共
殆んど認め得なかった。経皮感染時l乙於ける自覚症
状としては，鈴木間〉は咳蛾を全例に認めたがその
中の 1例は特iζ劇甚で且つ長期にわたったとしてい
る。沖山(40)は全身症状として第 3日自民不快感，
悪寒が起ったとしている。経皮感染時の自覚症状が
虫種によりその発現の程度に差があるのか，又は虫
数民より差があるのかはその症状発現の機構とも相
侯って興味ある問題であるが，著者を含めて鈴木(33)
・沖山(40)の実験は両種鈎虫仔虫を同時に感染させ
たものであるから，乙の点K関する示唆K乏しいう
らみはあるが， 蒲似〉は A.d.， N. a.の経皮感染 
実験に於いて共に再感染の状態の時iと自覚症状を訴 
えている。叉鈴木(33)も皮膚侵入仔虫数が少数であ
った実験例Kついて一一この場合両種鈎虫を同時に
感染させたものであるが一一中等度の自覚症状を訴 
え，その原因は不明ではあるが被験者が Penicillin
に対して過敏症を有していた事を重視している。乙
の蒲(44)鈴木(33)の報告によればその発症原因として，
アレルギー的なものを考えざるを得ないが，今後の
検討に侯ち度い。
の仔虫の出現状況鈎虫の感染を証明する一方法
である培養法について小宮(47)等は，培養法は生物
的な操作であるからその環境条件の設定K留意して
使用すべきであるとしている。著者はとの点托関し
ては充分なる注意を払い，排便後出来得る限り速に
培養にうつした。鈴木(33)は2例に仔虫を 66日目托
認め， 1例Iζ於いて 56日自民不受精卵を認め，沖
山(40)は60日自民仔虫を検出している。 Beaver.(29) 
は7乃至8週後K認めている。著者の実験K於いて
は N.a.仔虫を 2例について 72日目R.， 1例につ
いて 90日日比認め， 多くの報告者の結果とほぼ同 
様の成績であった。
5) 鈎虫感染率 
A.d.，N.a.両種鈎虫仔虫を用いて人体経皮感 
染実験を行い，駆虫によって得Tこ排虫数と感染lと用 
いた仔虫数，又は皮膚に侵入したと思われる仔虫数 
〉，31との比率，即ち鈎虫感染率に言及した者は河西〈 
梁〈32〉，吉田(26)等があるが， これらの実験はすべて 
或る被験者Kは A.d.仔虫を，叉他の被験者には
N.a.の仔虫を経皮感、染させたもので，同一人民両
種仔虫を感染させていずれの種がより多く感染し得
るかについての実験ではない。即ち被験者聞には鈎
虫K感染し易い者と然、らざる者が存すると思われ，
一一未だこの理由については殆んど知られてい郎、 
が一一一ζれらの個体差を打ち消すには各仔虫の単独
感染実験にては，可成りの実験例を必要とするもの
と思われ，実験の性質上被験者を多く求める事の困
難さから，同一人K両種鈎虫仔虫を経皮的K感染さ
せて， f両種鈎虫の感染率の差が0であるJを帰無
仮説とする如き実験を行ったのである。上述の意味
に適合する経皮感染実験としては， 山下〈25 鈴木〉，
〈33〉，沖山(40)等の僅かに過ぎず，統計的な検討はい
まだ例数が多くないので将来に侯ち度いが，著者の
実験に於いては， No. 1 !乙於いては A.d.の感染
率が Oであるのに N. a.の夫れは 4.9%，以下 No.
2では A.d. 0%，N. a. 0%，No. 3では A.d. 
0%，N. a. 2.7%，No. 4は両種共感染し得なかっ
たが， No.5では A.d. 0.9%， N. a. 2.8%， で
あった。
6) 主要感染経路 吉田〈加は A.d.の経皮感染を
全く否定するものではないが，経口感染に比較して
遺児成虫に迄発育し難く， N.a.は経皮感染が主道
であろうとしている。鈴木倒〉は平JI(19)の結果を参
照しつつその実験結果より鈎虫の主要感染経路は生
物学的には， A. d.は経口， N. a.は経皮を主道と
すると述べている。著者は上述の諸研究の結果を按
じつつ， 著者の実験結果を考察するに鈴木(33)と同
じく， A. d.は経口， N. a.は経皮を主道とするも
のの如くであるが，尚検討を加え度い。
全土 s.o. 
11ロ E岡
著者はこ乙数年来鈎虫感染の認められなかった 5
名の被験者に A.d.鈎虫と N.a.鈎虫仔虫を，同
時R.，同一人に前時部より感染させ，次の如き結果
こ。Tを得 
1. 仔虫が前醇部の皮膚に侵入した割合は， 240C 
乃至 260Cの下で A.d.は 60%--86%，N. a.は 
45%--799るであった。 
2. 鈎虫仔虫による皮膚炎は， A.d.， N.a.共
K5例中 3例に認められ，癌痔感悲痛等を訴えた。
3. 自・他覚症状は殆んど全例に何等の変化をも
認め得なかった。
4. 仔虫の尿よりの出現状況は 2例lζ於いて 72
日自民， 1例に於いて 90日自民瓦培養法によって 
認め得た。
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5. 鈎虫感染率lζ関しては， A. d.鈎虫に比して 
N.a.鈎虫の感染率が柏高い傾向にあった。
稿を終るに臨み，御懇篤なる御指導と御校聞
を賜わった恩師柳沢利喜雄教授，並びに終始御
指導を頂いた水野哲夫助教授に深謝し，実験に
御協力下さった渡辺，佐藤，本橋，上ノ薗の各
氏に心から感謝致します。
本論文の要旨は昭和 33年 5月，第 27回日本
寄生虫学会総会において発表した。
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写真 l 
N.a.性皮膚炎 
No. 1. 
仔虫作用後約80時開発赤を
認む
写真 4 
N.a.性皮膚炎 
No.5. 
仔虫作用後 116時間
写真 2 
N.a.性皮膚炎 
No. 1. 
仔虫作用後約 100時間所見
は殆んど左に同じ
写真 5 
A. d.性皮膚炎 
No. 1. 
仔虫作用後 96時開発赤を認
写真 3 
N. a.性皮膚炎 
No.4. 
仔虫作用後 100時間変化
無し
" 
弓ι
写真 6 
A. d.性皮膚炎 
No.5. 
仔虫作用後 98時開発赤と
丘疹を認む 
